
      

 
 

2025 年 10 月 30 日 

PRESS RELEASE 

【国際的デザイン賞「レッドドット・デザイン賞」最高賞受賞】 

メタジェンセラピューティクスの 

腸内細菌ドナー支援サービス「ちょうむすび」 
～”献便プラットフォーム”の革新性や社会貢献が評価～ 

 

メタジェンセラピューティクス株式会社（本社:山形県鶴岡市、代表取締役社⾧CEO:中原拓）

は、弊社の提供する腸内細菌ドナー支援サービス「ちょうむすび」が 2025 年「レッドドット・

デザイン賞」のデザインコンセプト部門において、最高賞「ベスト・オブ・ザ・ベスト」を受賞

したことをお知らせします。 

 
 

メタジェンセラピューティクスは、2025 年 4 月に国内初となる献便施設「つるおか献便ルー

ム」を開設、腸内細菌ドナー向け支援ウェブサービス 「ちょうむすび鶴岡」の提供を開始し、

独自の“献便プラットフォーム”を構築しました。腸内細菌ドナーの便から抽出された腸内細菌

は、健康な人から疾患を持つ人への「腸内細菌叢（そう）移植」を実現する医薬品の原材料とし

て活用されます。 

 

腸内細菌を用いた医薬品を患者さんに届けるためには、健康な「便」を多く集める必要がありま



      

 
 

す。しかし、献便（便の提供）を行う腸内細菌ドナーとして認定を受けるまでには、健康状態を

把握するための多くの検査や手続きが必要です。ちょうむすび上ではそのプロセスを、自分の腸

内環境を知り、健康を管理する機会と再定義しました。同サービスでは、検査結果や記録をフィ

ードバックすることで、ドナーは継続的な健康管理を行いながら、前向きな動機づけを得ること

ができます。この度、弊社の献便プラットフォームの革新性や社会貢献度等が評価され、同賞の

最高賞を受賞しました。 

 

＜受賞内容掲載ぺージ＞ 

https://www.red-dot.org/de/project/cho-musubi-stool-donation-platform-83585 

 

 
 

◆レッドドット・デザイン賞について 

レッドドット・デザイン賞は、ドイツのノルトライン・ヴェストファーレン・デザインセンター

が 1955 年に創設した国際的なデザイン賞です。プロダクトデザイン部門、ブランド＆コミュニ

ケーションデザイン部門、デザインコンセプト部門の 3 つの分野に分かれ、各部門の専門家が審

査を行います。2005 年より新たに新設されたデザインコンセプト部門では、革新性、審美性、

社会的インパクト等などの基準で審査が行われます。 

レッドドット・デザイン賞 ウェブサイト: https://www.red-dot.org/ 



      

 
 

 

なお、ちょうむすびは、株式会社電通および株式会社電通デジタル、合同会社 SOUDA TOKYO、

Ragate 株式会社のメンバーからなるチームの協力のもと、制作を行いました。 

 

メタジェンセラピューティクスは、「献便」を中心とした新たなエコシステムの構築により各地

域に貢献し、将来国内複数個所における献便施設の開設ならびに、このモデルを全国に展開する

ことを計画しています。引き続き、日本や世界の患者さんに腸内細菌研究に基づく医療や医薬品

を提供すべく、行政・自治体や、さまざまな企業、アカデミアの皆様とともに研究開発を進め、

邁進してまいります。 

 

腸内細菌叢移植（FMT）について 

腸内細菌叢移植（FMT）は、健康な人の便に含まれている腸内細菌叢を、疾患を持つ患者さんの

腸に移植し、バランスのとれた腸内細菌叢を再構築する治療方法です。 

2023 年 1 月からは、潰瘍性大腸炎を対象とした「抗菌薬併用腸内細菌叢移植療法」が先進医療 

B として実施され、2024 年 8 月から消化器がんを対象とした「免疫チェックポイント阻害薬と

腸内細菌叢移植併用療法」の臨床試験（特定臨床研究）、2024 年 9 月からパーキンソン病を対

象とした「抗菌薬併用腸内細菌叢移植療法」の臨床研究が行われています。また、メタジェンセ

ラピューティクスでは、潰瘍性大腸炎を対象とし「経口 FMT 医薬品」の開発を進めています。

同開発は、国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）の令和 6 年度 「創薬ベンチャー

エコシステム強化事業（創薬ベンチャー公募）」（第 4 回）に採択されており、AMED の課題

番号 JP25qfb1270015（補助課題事業名「潰瘍性大腸炎治療薬 MGT-006 の開発」）の支援を

受けています。 

 

メタジェンセラピューティクス株式会社について 

メタジェンセラピューティクス株式会社は”マイクロバイオームサイエンスで患者さんの願いを

叶え続ける”ことをパーパスとして、腸内細菌研究に基づいた医療と創薬でソーシャルインパク

トを生み出す、順天堂大学、慶應義塾大学、東京科学大学発ベンチャーです。 

「腸内細菌叢バンク」を基盤とし、腸内細菌叢移植（FMT）の社会実装を目的とした「医療サー

ビス事業」と「創薬事業」を推進しています。現在は、免疫疾患（炎症性腸疾患）、がん、中枢

神経系疾患の開発に注力しています。 

 

現在メタジェンセラピューティクスでは人材採用を積極的に進めております。募集中のポジショ

ンは https://www.metagentx.com/careers/をご覧ください。募集中のポジションに当てはま



      

 
 

るものがなくとも、マイクロバイオームサイエンスでイノベーションを起こす仲間に入っていた

だける方は hr@metagentx.com までご連絡ください。 

 

＜会社概要＞ 

会社名:メタジェンセラピューティクス株式会社（略称 MGTx） 

本社所在地:山形県鶴岡市覚岸寺字水上 246-2 

東京事務所:東京都千代田区大手町一丁目 6 番 1 号 大手町ビル 6F Inspired Lab 

代表者:代表取締役社⾧ CEO 中原拓 

設立日:2020 年 1 月 17 日 

事業内容:マイクロバイオームサイエンスを活用した創薬·医療事業 

URL:https://www.metagentx.com 

 

【本プレスリリースに関するお問い合わせ先】 

メタジェンセラピューティクス株式会社 広報担当 

Email: pr@metagentx.com 

Mobile: 080-3343-2664（岩谷）/ 080-4464-4636（吉田） 


